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討

論
（
会
派
よ
り
）

一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
し
て

「
日
本
共
産
党
」

合
併
初
年
度
は
、「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低

く
」
の
原
則
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
最
低
必
要
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
自
治
会
運
営
交
付
金
な
ど
で
旧

浅
羽
町
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
、
負
担
が
増
え
た
。
健

康
づ
く
り
推
進
費
で
は
多
額
の
不
用
額
を
残
し
た
。
事
業
が

実
施
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
早
い
段
階
で
不
用

額
の
発
生
が
決
ま
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、減
額
補
正
を
行
い
、

他
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
ふ
り
む
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
源

泉
所
得
税
延
滞
納
付
金
と
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
金
に
関
す
る
問
題
は
、
基
本
的

な
事
務
を
き
ち
ん
と
行
い
、
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
組
織
の
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
原
因
究
明
と
処
分

を
含
む
反
省
、
市
民
・
議
会
へ
の
公
表
、
再
発
防
止
へ
の
取

り
組
み
な
ど
い
ず
れ
も
不
十
分
で
あ
る
。

「
自
由
21
」

本
決
算
で
は
、
財
政
の
豊
か
さ
を
示
す
財
政
力
指

数
が
0.92
と
、
県
下
市
町
村
の
平
均
0.76
と
比
較
し
、

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
減
債
基
金
な
ど
の
積

立
や
金
利
の
高
い
地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
、
将
来
に
繋

が
る
健
全
な
財
政
運
営
は
賢
明
と
認
め
る
。
自
治
会
交
付

金
は
、
自
治
連
合
会
合
併
準
備
委
員
会
で
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
検
討
さ
れ
た
も
の
で
、
適
切
と
判
断
す
る
。
ま
た
、

道
路
新
設
改
良
事
業
や
道
路
舗
装
事
業
へ
の
旧
浅
羽
町
の

自
治
会
費
用
負
担
５
％
が
な
く
な
る
な
ど
軽
減
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、
各
種
健
康
診
査
の
充
実
や
食
育
推
進

事
業
、
子
育
て
支
援
事
業
、
地
震
対
策
事
業
、
治
水
対
策

事
業
な
ど
、
各
種
事
業
が
着
実
に
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
市

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
き
め
細
か
な
対
策
が
う
か
が

え
、
高
く
評
価
す
る
。
源
泉
所
得
税
の
納
付
遅
延
な
ど
の

事
務
処
理
の
ミ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
先
頭
に
立
ち
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
再
発
防
止
と
明
る
い
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。
今
後
も
市
民
の
た
め
に
堅
実
な

財
政
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

反対する賛成する
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